


理事長就任のごあいさつ

赤穂市社会福祉協議会　
理事長　児嶋佳文

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま

す
。平
素
は
、
赤
穂
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
元
年
６
月

20
日
開
催
の
理
事
会
で
、
理

事
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
推
薦

を
受
け
ま
し
て
、
理
事
長
の

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏

ま
え
、
地
域
福
祉
の
充
実
と

発
展
の
た
め
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

今
日
の
社
会
福
祉
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
単
身
世
帯
の
増
加
、

経
済
情
勢
を
起
因
と
す
る
生

活
困
窮
、
社
会
的
孤
立
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
中
、
地

域
社
会
に
お
け
る
福
祉

の
需
要
は
ま
す
ま
す
増

大
か
つ
多
様
化
し
て
お

り
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
果
た
す
役
割
は
極
め

て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　

赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、「
支
え
あ
い　

助
け
あ

う　

こ
こ
ろ
つ
な
が
る　

や

さ
し
い
ま
ち　

あ
こ
う
」を
基

本
理
念
と
し
た「
第
２
次
赤
穂

市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、
地

域
の
支
え
あ
う
力
を
高
め
、安

心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
て
、各
種
事
業

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
、市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
関
係
機
関
・
団
体
、
関

係
者
と
連
携
・
協
働
し
、地
域

に
密
着
し
た
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
、理
事
長
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
し
ま
す
。

社協新役員（理事・監事）が選任されました社協新役員（理事・監事）が選任されました

　

社
協
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
民
間
の
団
体
で
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
こ
の
度
、
業
務
執

行
の
決
定
機
関
と
し
て
の
理
事
会
（
理
事

13
名
、
監
事
２
名
）
の
役
員
が
左
記
の
と

お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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所 属 団 体 等

赤穂市社会福祉協議会　理事・監事
（任期　　令和 3 年度定時評議員会の終結の時まで）

学識経験者

自治会連合会

民生委員児童委員協議会

医師会

老人クラブ連合会

婦人共励会

身体障害者福祉協会

ボランティア協会

老人福祉施設協議会

市行政（福祉事務所長）

学識経験者（関西福祉大学）

学識経験者

学識経験者

学識経験者

学識経験者

（事業報告より一部抜粋）

平成29年度事業報告・決算報告平成29年度事業報告・決算報告平成30年度事業報告・決算報告
『支えあい 助けあう こころつながる やさしいまち あこう』の実現に向けて

（事業報告より一部抜粋

『『支支ええあい 助けあう こころつなががるる ややややさしいまち ああこう』ええああいい 助助助けけああうう こここころろつつなななががががるる ややややさささししししいいいままちち あああここううう』』の実現に向けけてててのの実実現現にに向向向
平成30年度事業報告・決算報告

『支えあい 助けあう こころつながる やさしいまち あこう』の実現に向けて

地域での生活支援体制づくり

地域のふれあいや居場所づくり

児童福祉活動の充実 

　平成29年度に配置された生活支援コーディネー
ターにより、地域に不足するサービスの創出や担い手
の育成、ネットワークの構築等、地域の支援ニーズの把
握に取り組みました。 
　また、ちょっとした困りごとを住民同士の助けあいで解
決する仕組みづくりとして「地域の困りごと応援隊事業」
を引き続き行い、毎月の定例会では情報共有しました。

生活支援コーディネーター設置事業
　活動件数　222件

地域の困りごと応援隊事業
　利用登録人数  34名　応援隊登録人数　 35名
　活動件数  42件

赤穂市社会福祉法人連絡協議会設立

　市内すべての10の社会福祉法人と連携し、地域に
おける公益的な活動を行うための連絡協議会が11月
14日開催の設立総会にて設立されました。

災害時の対応、災害に備えた取り組み

　平成30年7月豪雨災害では、被災地へのボランティ
アバスや職員派遣、街頭募金で支援活動を行いまし
た。また、いつ起こるかわからない災害に備え、関係団
体と連携し、ボランティア養成や訓練を行いました。 

【岡山県倉敷市への支援】
　ボランティアバス派遣 2回　27名参加
　職員派遣 4回

　災害ボランティアセンター開設訓練
   赤穂市防災総合訓練参加
   災害ボランティア養成講座

見守り・支えあい活動の推進

　各地区まちづくり連絡（推進）協議会、民生委員児
童委員協議会等の協力のもと、ひとり暮らし老人や
高齢者世帯等を対象に、見守りや支えあい活動を推
進しました。

　友愛訪問活動
　　対象者・参加者 延6,159人
　給食サービス
　　82回実施 延6,138食
　三世代交流もちつき大会
　　市内14カ所　4,048人参加　対象者1,880人

福祉への関心の向上

　テーマを定めて市内の活動者等に実践発表しても
らい、現状と課題を共有するとともに、これからの活
動を考える機会として、「地域福祉フォーラム」を新た
に開催しました。
　また、「あこう社協だより」を毎月12ページ発行し、
情報発信の強化に努めました。

地域福祉フォーラム平成30年度テーマ
「子ども食堂（居場所）を考える」　　　115名参加

　地域でのふれあいや居場所づくりとしての「ふれ
あい・いきいきサロン事業」では、「サロン作り方講
座」や「お試しサロン」、「ミニサロン」を行うなど実施
箇所の拡大に努め、2カ所増加しました。 

　市内46カ所（自主運営含む）

在宅福祉サービスの積極的な展開

　買物が困難な高齢者等を対象とした「買物支援モデル
事業」を、西部地区をモデル地区として毎月実施しました。
　また、毎週月・木曜日に実施している「介護特別食」や
「福祉用具貸与事業」などで、在宅福祉サービスの充実
に努めました。 

　買物支援モデル事業 12回実施
　介護特別食 90回実施
　福祉用具貸与事業 貸出件数296件

　児童扶養手当を受給しているひとり親家庭を対象
に、ランドセルや中学生体操服の購入助成を継続実
施し、子育て支援の促進を図りました。

　ランドセル購入助成件数　  18件
　中学生体操服購入助成件数  23件
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　福祉用具貸与事業 貸出件数296件

　児童扶養手当を受給しているひとり親家庭を対象
に、ランドセルや中学生体操服の購入助成を継続実
施し、子育て支援の促進を図りました。

　ランドセル購入助成件数　  18件
　中学生体操服購入助成件数  23件
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平成３０年度の事業報告書・決算書については、社協ホームページに掲載しています。
また、総合福祉会館社協窓口においても閲覧できます。

※収入不足16,829千円は前期末支払資金残高で対応

その他の収入
5,282（2%）

介護保険事業収入
98,484
（43%）収入

228,173

支出
245,002

地域に根ざした介護サービスの提供

資金収支決算

　介護保険事業や障がい福祉サービスの指定事業
者として、地域に根ざした社協ならではの「誰もが
安心して利用できる介護サービス」を行いました。

　居宅介護支援（ケアプランの作成）  1,781件
　訪問介護・居宅介護（ホームヘルプ） 
 訪問回数24,976回
　訪問入浴介護（入浴サービス） 
 入浴回数115回
　地域密着型通所介護（デイサービス） 
 利用回数1,615回

　なお、訪問入浴介護事業は平成30年9月をもっ
て廃止となりました。

社協組織の体制強化・透明性の向上

　平成30年度より、役職員で事業の成果・課題の共有を
図るため、新たに正副理事長会議を開催しました。

　正副理事長会議 3回
　理事会・評議員会・監事会・評議員選任解任委員会
 計10回

相談支援事業所開設

　障がいのある人やそのご家族からの相談に応じ、必要
な情報の提供や助言、サービス等利用計画の作成等を行
う相談支援事業所を平成30年10月より開設しました。

　計画相談件数　43件

介 護 保 険
事 業 収 入

訪問介護事業、訪問入浴介護事業、居宅介護支援
事業、地域密着型通所介護事業の介護報酬及び
利用者負担金

経 常 経 費
補 助 金 収 入 市、県社協、県共同募金会からの補助金

障がい福祉サー
ビス等事業収入

障がい者（児）へのホームヘルパーの派遣による介
護報酬、利用者負担金、相談支援事業の介護報酬

事 業 収 入 貸衣裳事業利用料など

その他の収入 会費収入、寄付金収入、利用者・講座参加者負担
金収入など

受 託 金 収 入
市から委託されている総合福祉会館管理費や福
祉用具貸与事業・視覚障がい者支援事業などの
ほか、県社協からの福祉サービス利用援助事業
や生活福祉資金貸付制度の受託金

介護保険事業 訪問介護事業、訪問入浴介護事業、居宅介護支援
事業、地域密着型通所介護事業の運営費

法 人 運 営 費
理事会・評議員会の開催、機関紙発行、福祉のつ
どい、市民福祉講座、地域福祉フォーラム、事務
局職員人件費　など

障 が い 者
総合支援事業

障がい者（児）へのホームヘルプ事業、相談支援
事業の運営費

貸 衣 裳 事 業 生活改善事業として衣裳の貸付

福 祉 活 動
推 進 事 業

小地域福祉推進事業、ふれあい・いきいきサロン
支援、パートナーサービスモデル事業、三世代交
流もちつき大会、友愛訪問活動、給食サービス事
業、移送サービス事業、敬老事業、ボランティア
センター活動事業、善意銀行払出事業　など

収 入 の 部

支 出 の 部

在宅生活を支える社協の福祉サービス在宅生活を支える社協の福祉サービス

ちょっとした困りごとを手伝って!ちょっとした困りごとを手伝って!
地域の困りごと応援隊

福祉機器を借りたい福祉機器を借りたい
福祉用具貸与事業

　

外出を手伝ってもらいたい外出を手伝ってもらいたい
移送サービス事業

みんなで気軽に集まりたいみんなで気軽に集まりたい
ふれあい・いきいきサロン事業

ご相談は…

赤穂市社会福祉協議会まで
TEL：42-1397
FAX：45-2444

食事に困っている食事に困っている
給食サービス事業

　日常生活において車い
すを必要とする障がい者
や、要介護高齢者の外出
（通院等）を援助します。

　【対象者】常時車いすを利用している市民
　　　　　　　※原則家族等の添乗者が必要
　【利用料】１回 1,000円（往復）

　身体の不自由な人や高齢者、病気やケガ等で日常
生活に支障のある人に福祉機器の貸与を行います。

【貸与用具】 車いす、電動ベッド、歩行器、
 ポータブルトイレ、シャワーチェアなど
【利 用 料】 無料（電動ベッドのみ準備物が必要）
 ※原則修理費用は自己負担

　地域の人たちが気軽に近くの集会所等に集ま
り、楽しく過ごす場を自分たちで企画し、運営してい
く活動を支援します。

【活動助成金】
　 ・ 月１回以上実施
　　　①開設５年未満：年間25,000円
　　　②開設５年以上：年間30,000円
　　　③月２回以上実施：上記＋10,000円
　 ・ 年４回以上実施（ミニサロン）
　　　年間10,000円
【お試しサロン】
プログラムの組み立てや進行等、実際にサロン
開催をお手伝い（１回分
の経費を社協が負担）

【その他】
レクリエーション用品の
貸し出しなどで、サロン
活動を応援しています。

　他人との交流の少ないひとり暮らし老人等
に、定期的に昼食弁当を配食し、安否確認を行
います。

　【対象者】 ひとり暮らし老人（S.17.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.12.12.31生まで）
　※同一自治会内に子どもがいる場合は対象外
　【実施日】 地区により、年８回～１０回
　【利用料】 １食300円

　草抜きや窓ふき、重たい物の移動など、ちょっとし
た困りごとに対応し、住み慣れた地域で安心して生
活できる、助けあいの輪を広げます。

【対象者】
高齢者などに限らず、市内在住でちょっとした困
りごとを抱えている方

【支援内容】
家事（簡単な掃除、窓ふき、洗濯など）
暮らしのお手伝い（電球交換、草抜きなど）
※原則、依頼者もできる範囲で一緒に活動を
お願いします。

【利用料】
　１０分１００円
【利用可能日時】
月曜～金曜（祝日、年末年始除く）
午前８時～午後５時

（単位：千円）

P05　2Ｃ（スミとマゼンタ） P04　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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平成３０年度の事業報告書・決算書については、社協ホームページに掲載しています。
また、総合福祉会館社協窓口においても閲覧できます。
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者として、地域に根ざした社協ならではの「誰もが
安心して利用できる介護サービス」を行いました。

　居宅介護支援（ケアプランの作成）  1,781件
　訪問介護・居宅介護（ホームヘルプ） 
 訪問回数24,976回
　訪問入浴介護（入浴サービス） 
 入浴回数115回
　地域密着型通所介護（デイサービス） 
 利用回数1,615回

　なお、訪問入浴介護事業は平成30年9月をもっ
て廃止となりました。

社協組織の体制強化・透明性の向上

　平成30年度より、役職員で事業の成果・課題の共有を
図るため、新たに正副理事長会議を開催しました。

　正副理事長会議 3回
　理事会・評議員会・監事会・評議員選任解任委員会
 計10回

相談支援事業所開設

　障がいのある人やそのご家族からの相談に応じ、必要
な情報の提供や助言、サービス等利用計画の作成等を行
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　日常生活において車い
すを必要とする障がい者
や、要介護高齢者の外出
（通院等）を援助します。

　【対象者】常時車いすを利用している市民
　　　　　　　※原則家族等の添乗者が必要
　【利用料】１回 1,000円（往復）

　身体の不自由な人や高齢者、病気やケガ等で日常
生活に支障のある人に福祉機器の貸与を行います。

【貸与用具】 車いす、電動ベッド、歩行器、
 ポータブルトイレ、シャワーチェアなど
【利 用 料】 無料（電動ベッドのみ準備物が必要）
 ※原則修理費用は自己負担

　地域の人たちが気軽に近くの集会所等に集ま
り、楽しく過ごす場を自分たちで企画し、運営してい
く活動を支援します。

【活動助成金】
　 ・ 月１回以上実施
　　　①開設５年未満：年間25,000円
　　　②開設５年以上：年間30,000円
　　　③月２回以上実施：上記＋10,000円
　 ・ 年４回以上実施（ミニサロン）
　　　年間10,000円
【お試しサロン】
プログラムの組み立てや進行等、実際にサロン
開催をお手伝い（１回分
の経費を社協が負担）

【その他】
レクリエーション用品の
貸し出しなどで、サロン
活動を応援しています。

　他人との交流の少ないひとり暮らし老人等
に、定期的に昼食弁当を配食し、安否確認を行
います。

　【対象者】 ひとり暮らし老人（S.17.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.12.12.31生まで）
　※同一自治会内に子どもがいる場合は対象外
　【実施日】 地区により、年８回～１０回
　【利用料】 １食300円

　草抜きや窓ふき、重たい物の移動など、ちょっとし
た困りごとに対応し、住み慣れた地域で安心して生
活できる、助けあいの輪を広げます。

【対象者】
高齢者などに限らず、市内在住でちょっとした困
りごとを抱えている方

【支援内容】
家事（簡単な掃除、窓ふき、洗濯など）
暮らしのお手伝い（電球交換、草抜きなど）
※原則、依頼者もできる範囲で一緒に活動を
お願いします。
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ら
ば
、同

居
者
以
外
と
の
交
流
が
「
週
１
回
未

満
」
の
状
態
か
ら
が
孤
立
状
態
、「
月

１
回
未
満
」と
な
る
と
、
深
刻
な
孤
立

状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
出
典
：
日
本
老
年
学
的
評
価
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

現
在
の
日
本
で
は
、家
族

や
地
域
社
会
と
の
関
係
が

希
薄
で
、他
者
と
の
接
触
が

ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ

る
『
社
会
的
孤
立
』
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。単
身
世

帯
の
増
加
、婚
姻
率
の
低
下

な
ど
が
背
景
に
あ
り
、高
齢

者
だ
け
に
限
ら
ず
、子
育
て

世
代
や
若
者
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

単
身
世
帯
で
も
、家
族
や

近
隣
住
民
、友
人
と
の
交
流

が
あ
る
一
方
で
、家
族
と
同

居
し
て
い
て
も
、日
常
的
な

交
流
が
な
く
、近
隣
や
友
人

と
も
接
触
が
乏
し
け
れ
ば
、

社
会
的
孤
立
に
陥
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

　

今
回
の
特
集
で
は
、そ
ん

な
社
会
的
孤
立
へ
の
対
策

で
注
目
さ
れ
て
い
る
、地
域

の
居
場
所
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
65

歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
、
う
つ
症

状
の
な
い
人
を
２
０
１
０
年
か
ら
３

年
間
追
跡
調
査
し
た
結
果
、孤
食
の
人

ほ
ど
う
つ
症
状
を
発
症
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。同
居
（
誰
か
と

暮
ら
し
て
い
る
）か
独
居
か
の
違
い
で

ま
と
め
た
結
果
、
女
性
で
は
、
同
居
で

も
独
居
で
も
、孤
食
で
あ
る
と
1.4
倍
う

つ
を
発
症
し
や
す
い
と
い
う
結
果
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
独
居
の
男
性
で
は
、
孤
食
だ

と
共
食（
誰
か
と
一
緒
に
食
事
す
る
こ

と
）に
比
べ
て
2.7
倍
う
つ
を
発
症
し
や

す
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

（
出
典
：
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科　

谷
友
香
子　

調
査
・
研
究
）

歩
い
て
行
け
る
地
域
の
居
場
所

③
人
間
力
ア
ッ
プ

①
心
の
や
す
ら
ぎ

　

何
気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
の
中

で
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
、
悩
み

が
解
決
し
た
り
、
必
要
な
ニ
ー

ズ
が
生
ま
れ
ま
す
。例
え
ば
、
ひ

と
り
で
子
育
て
を
し
て
い
る
お

母
さ
ん
、
介
護
に
悩
ん
で
い
る

人
な
ど
、
信
頼
あ
る
仲
間
が
で

き
、
安
心
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
助
け
あ
い
の
気
持
ち

が
、
地
域
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
す
。

②
地
域
に

　

仲
間
が
で
き
る

「
こ
こ
に
来
た
ら
ホ
ッ
と
す
る
な
ぁ
」

「
話
し
て
い
た
ら
元
気
が
出
て
き
た
！
」

　

そ
う
思
え
る
場
所
が
身
近
に
あ
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
？
学
校
や
職
場
、
家
庭
と
は
違
う
も
う
一
つ
の
場

所
。さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
自
由
に
参
加
で
き
る
場
所
。妊
婦

さ
ん
や
子
育
て
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
、そ
こ
へ
来
て
ホ
ッ
と
く
つ
ろ
げ
る
場
。そ

れ
が
、『
地
域
の
居
場
所
』で
す
。

地域の居場所　３つの効果

地域の居場所　３つのタイプ

１．自然発生タイプ
ベンチや誰かの家など、何人かが
集まり、世間話をしていたりする
など、自然に始めているタイプ。

３．カフェタイプ
ふれあいを目的に、食事や喫
茶をメインにしたタイプ。食事
をするために行ってみようか
な…と参加者が気軽に入りや
すい雰囲気がある。

２．単独タイプ
ふれあいを目的に、季節行事や運
動、手芸、ゲームを一緒にするな
ど、参加者の声を取り入れながら
開催しているタイプ。

あ
な
た
に『
地
域
の
居
場
所
』が

あ
れ
ば
、こ
れ
ら
の
症
状
を

軽
減
す
る
力
に
な
り
ま
す
！

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
♪

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
♪
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